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1. はじめに 

 現在，国土交通省が所管している橋梁は全国で約

73万橋（平成25年道路局集計）の数があり，このう

ち，建設後50年を経過した橋梁の割合は2013年の段

階で全橋梁の約18％を占め，高齢化構造物として扱

われている．これらの高齢化構造物は10年後には約

43％，20年後には約67％と急激に増加していく1)． 

このような状況で，安全上問題が発生する可能性

のある全橋梁に修繕や架け替えといった処置が適

切に行えるとは考え難い．そこで国土交通省は予防

保全的維持管理を重要視し，すべての橋梁に5年に1

回の頻度で近接目視点検を行うことを定めている

が，「点検委託費や大型点検車使用による予算確保」

や，「管理する橋梁に対する点検技術者の不足」など

といった課題がある2)ことから，今後これまでと同

様の精度を担保した点検を継続的に行っていくこ

とは非常に困難である． 

このような背景を踏まえ，本研究グループでは，

現在行われている近接目視点検の代替的な点検手

法として，超高解像度（1億画素）のカメラで撮影し

た橋梁の画像を橋梁点検者が目視することで，点検

対象物の損傷部分を診断する画像目視点検システ

ムの構築3)を行っている．このシステムは，写真さえ

撮影すれば，場所にこだわらず遠隔地での診断が可

能であるため，人員の確保という面での負担が軽減

されるが，課題として「診断者のスキルによって検

出結果が異なる」，「画像の属性によって検出しにく

い箇所が存在する」などがあげられている．そこで

本研究では，画像の属性（明度・コントラスト・彩

度）がひび割れの検出精度に与える影響を把握する

ことを目的とする． 

 

2. 写真撮影実験 

 平成30年9月20日（木）10時30分から16時，及び9

月21日（金）10時から12時に，石川県羽咋市にて写

真撮影実験を実施した．撮影した橋梁は7橋で，いず

れも石川県羽咋市が管理を行っている．今回の実験

では事前に羽咋市から提供を受けた橋梁定期点検

データを基に，RC橋脚にひび割れを有している橋梁

を対象として選定した．撮影実験を行った7橋のう

ち，5年以内に定期点検が完了している橋梁が5橋，

平成30年に点検予定（未点検）の橋梁が2橋であった．

撮影対象部材としては，RC橋脚とし，撮影の際は超

高解像度カメラを三脚に取り付け，橋脚の全景が撮

 

図-1 撮影実験風景 

 

図-2 ひび割れ診断実験 
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影できる距離から撮影を行った（図-1）．また，撮影

枚数は7橋の合計で454枚であった． 

 

3. 画像を用いた診断実験 

 画像目視点検の実現可能性を検証するにあたり，

本研究では，撮影した画像の属性（明度・コントラ

スト・彩度）がひび割れの検出精度に与える影響に

ついて分析を行う．既往研究 3)で構築した画像診断

の実験環境でひび割れ診断実験を行った（図-2）．回

答者は橋梁点検の経験がない土木系学部に所属す

る学生 24 人を対象とし，被験者はディスプレイ上

でひび割れだと認識した箇所に赤線を引くことと

した（図-3）．実験は，実験計画法の直交表 L8(27) に

基づき，画像の明度，コントラスト，彩度の 3 要因

を 2 つの水準で変化させた 8 種類の画像（1 人 1 種

類）を用いた．回答した画像をメッシュ（256pixel 正

方形を縦 34×横 45）で分割し，ひび割れ（赤線）を

含んでいるメッシュをひび割れありメッシュとし

赤で色付けした（図-4）．今回の実験の対象橋梁は既

に近接目視点検が行われていたため，羽咋市から提

供を受けた橋梁点検データを基に解答データを作

成し，同様にメッシュ分割を行い，色分けを行った．

この実験結果と近接目視点検結果を基にひび割れ

検出の適合率，再現率の算出と分散分析を行った． 

 

4. 分析結果 

 本研究では，検出精度の評価指標に再現率（診断

者が正答したひび割れ検出率を近接目視点検結果

によるひび割れ検出率で除した値）と適合率（診断

者が正答したひび割れ検出率を診断者が予測した

ひび割れ検出率で除した値）を用いた．分散分析の

結果によると，再現率，適合率ともに彩度について

優位性が見られ，ひび割れ検出に影響を与えている

ことがわかる．彩度が水準 1（標準）の場合，ひび割

れ検出の再現率の平均値が約 70.9%，水準 2（小さ

い）の場合，約 80.7%となり，彩度が小さい，つま

り画像を白黒にするとひび割れ検出の見落としが

少なくなることが分かった．適合率に関しては，彩

度が水準 1 の場合，平均値は約 84.2%，水準 2 の場

合，平均値は約 76.1%となり，画像を白黒にすると

ひび割れの誤検出が多くなることが明らかとなっ

た． 

 

5. まとめと今後の課題 

 本研究では，画像目視点検システム構築の際の課

題である画像の属性による検出結果の変化に着目

し，ひび割れ診断実験結果と近接目視点検結果を用

いて，診断結果に影響を与える属性の判定を行った．

分析の結果，彩度が再現率，適合率に影響を与える

属性であることが明らかとなった． 

 今後は橋梁点検者にも同様の実験を行い，点検者

のスキルによる診断結果の変化を考慮して研究を

進めていく． 
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図-4 診断結果のメッシュ分割 

 

図-3 診断結果の一例 
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